平成３０年度　学生による海外誘客チャレンジ事業　申請書

　　　　　年　　月　　日
公益社団法人大学コンソーシアム石川
会 長　　山　崎　光　悦　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　 ＜申請者＞　※ゼミナールの応募は不可とします。

学生グループ名：　              　　　　　　　　　
         学生代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　  　所属機関名：                                    

                                  所属機関住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（所属機関名・住所は学生代表者が所属するものを記入下さい。）

申請書は４頁以内とします。ただし、他の学生グループと連携する場合は５頁以内とします。

色文字は、使用しないでください。

＜実施主体＞

　本活動に携わる者は以下のとおりです。
	
	氏　　名
	学年・役職
	ＴＥＬ
	Ｅ‐ｍａｉｌ

	学生代表者
	
	
	
	

	指導教員
	
	
	
	

	所属機関
事務担当者
	
	
	
	

	学生グループの構成

（所属機関別学生数）
	○○大学：○名、○○大学：○名　　【計○○名】


※　・複数のグループで取り組む場合は、上記の様式により追記願います。
　　・学生代表者は必ず記入してください。指導教員がいる場合は記入してください。
・申請書は箇条書きで簡潔に記入してください。

・最終頁は複数の学生グループが連携する場合は必ず記入してください。
＜活動の概要＞

	活動テーマ名
※活動の目的・目標を簡潔に表現した名称にしてください。
	「　　　　　　　　」

	活動の類型
	
	<活動の類型>

①外国人旅行者の石川県への効果的な誘客方法、②外国人旅行者の利便性向上、③外国人旅行者の満足度向上

	活動の概要（300字以内）
※活動の背景や目的と具体的な活動内容や活動手順、活動を通して学びたいことなどについて記入してください。

※企業・団体との協働を予定している場合は、それぞれの取り組みについても記入してください。
	（例示１）

①○○の調査により、石川県を訪れる外国人は○○を不便に思っていることが分かっている。

②そこで、○○を○○することで、外国人の○○を解決することを目的とする。

③具体的には、まず○○をし、次に○○をし、最後に○○をする。

④実際に留学生に協力してもらい○○を検証する。

（例示２）

①○○を開発するにあたって、まずはアンケート調査を行う。

②アンケート調査をもとに学生は○○を担当し、企業は○○を担当する。

③試作したものを外国人に評価してもらう。

・活動を通して○○について学び、○○の力を身につけたい。

	今年度の活動目標
※具体的かつ適切な（提案で終わるのではなく実践する）ものを記入してください。
	（例示）

・○○で○○という取り組みをすることで○○を来訪する外国人旅行者の増加を目指す。

・石川県ならではの○○を活用して○○を開発する。

	学生グループと

企業・団体との役割分担
※<企業・団体>は協働先がいる場合、記入してください。
※それぞれの役割が明確に分かるように記入してください。
	<学生団体>

・○○を実施する。

・

<企業・団体>

・○○を実施する。

・

	これまでの活動実績
※これまで学んできたことや、これまでの活動について、本活動への応用が考えられるものを記入してください。
	①

②

	次年度以降の活動計画
※この活動を基にした継続的活動や発展性について記入してください。
	①

②

	情報発信の方法
※活動そのもののＰＲとして、フェイスブックでの情報発信以外に、更なる情報発信する方法を具体的に記入してください。
	①・・・・・を利用して・・・に対して情報発信する。

②

・

	年間活動計画
	時　期
	内　容
	活動主体

	
	○月○日

○月上旬

○月下旬

○月○日
	（例示）

①○○を対象にアンケート調査を実施

②アンケートを基に打ち合わせ実施

③学生のアイディアを基に○○を試作

④○○のイベントにて試作品のモニター調査を実施
	学生

学生・企業

企業

学生・企業


※ 活動の進捗に応じて月１回以上を目安に関係者で打ち合わせの機会を設けてください。
＜資金計画＞　

○収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	
	金　額
	内　訳

	自己資金※１
	５，０００
	グループ費一人５００円×１０名

	助 成 金※２
	３００，０００
	

	収 入 計
	３０５，０００
	


※１．グループ費等の自己財源やその他収入。

※２．本事業の助成金額。

　○支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	
	金　額
	用　途

	謝　　金
	５０，０００
	10,000円×5日

	旅　  費
	１５０，０００
	○○の調査旅費15,000円×10名

	消耗品費
	３０，０００
５，０００
	A4チラシ1枚30円×1,000枚
ワークショップ用消耗品

	諸 経 費
	２０，０００
	保険料一人2,000円×10名

	使用料等
	５０，０００
	レンタカー10,000円×5日

	支 出 計
	３０５，０００
	


※消耗品費：物品購入、印刷製本

※諸経費：会議費、通信費、広告料、保険料

※助成金での賃金、備品購入費及び飲食費の支出はできないものとします。
※支援期間（採択日～平成３１年２月月末日）終了後に発生する経費については、自己負担とします。）
＜企業・団体との協働＞　※実現性や発展性を高めるため、企業や団体との協働を推奨します。
	協働する企業・団体名
	

	企業・団体連絡先
	担当者名
	

	
	部署・役職
	

	
	TEL
	

	
	E-mail
	

	学生グループとの

協働の具合
※活動に関わる人員体制やノウハウ、学生に提供する物品・ツール・場所などを箇条書きで記入してください。
	（例示）

・活動には○○部署を中心に約○名が参加

・これまでの○○を基に、○○の部分を学生に担ってもらい、○○の部分に学生のアイディアを活かすことを目指す。

・活動に必要な○○や○○を提供予定。


※ 記入欄の枠は、適宜増減して下さい。


※上記の年間活動計画をコンソーシアムホームページ等に公開することを認めますか。


該当する FORMCHECKBOX 
にレ印を記入してください。
 　 FORMCHECKBOX 
   FORMCHECKBOX 

 Yes  No
＜複数の学生グループが連携する場合は必ず記入してください。＞

	連携する学生グループ
	所属機関名
	

	
	所属機関住所
	

	
	学生グループ名
	

	
	学生代表者名
	

	
	学生グループの構成（学生数）
	　　　　　　　　　　　　名

	連携に至った経緯
	（例示）

①平成26年○○大○○グループと○○地区で合同活動を行う。

②

・

・

・

・

	連携の必要性
	①

②

・

・

	連携により予測される成果
	①

②

・

・

	その他

（アピールポイント）
	①

②

・

・


3

